
レシプロケーター

１ 概要

2 機種別レシプロケーター

被塗物の高さに合わせて、自動塗装機をストロークさせて塗装するレシプロケーター機種には以下の
種類があります。塗装機の持つ特性に併せて、有効に動かすことが求められています。
例）  ガンタイプでは塗装機の有効パターン幅が小さい事を補う為に、レシプロ線速を早くし,適正な
塗り重ね回数を得られるように設計しています。対象的にべﾙタイプではパターン幅は大でソフトである
為,線速は遅くても良いがストロークが滑らかに動かせるようになっています。

1)

1)

装置の構成要因図

レシプロケーターの構成

ストローク一定型 ストローク可変型 オバーヘッド型

ラフォード 9゙6

ラフォード96 MER-3
AER 2ー CER DER

２） 塗装機とレシプロケーターの組み合わせ

① ストローク一定型

ストローク可変型

オーバーヘッド型

ガンタイプ

ベルタイプ

ディスクタイプ

②

③
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ＣＥＲレシプロケーター

概要

レシプロケーターは塗装機をそのアームに付けて上下動作を行い塗装する駆動装置です。

CERレシプロはレシプロコントローラとサーボアンプの働きで、スピード､折返し位置､一旦停止等の

動作を自由に設定出来ます、その制御により被塗物の形状に合わせた動作による最適塗装を可能にし

ました。最大スピードは30m/minで、ベルユニット2台を搭載出来ます。

レシプロケーターの構成要因図

本体① 本体② 駆動部

カバー サーボモーター
検出LS ガイドバー カップリング

Vレール ローラーチェーン 減速機

架台､支柱､上ベース スプロッケトホイール組み スプロッケトホイール

ガンブラッケト 転倒防止バー、ブラケット

カウンターウエイト 移動レール

ガイドローラー 台車

スライダーユニットクミ

摺動部 前後移動台車

CER型
レシプロケーター

2)
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構成機器とその働き

CER型レシプロケーター外観図

スプロケットクミ

3)

レシプロケーター本体

上カバー (従動用)

① 架台：　　　

　　　レシプロ本体を支える架台で、従動

　　　側の機器全てがその上につきます。

支柱：　　　

　　　レシプロの摺動部を支える支柱で、

　　　側面にレール４本がつき、架台に

　　　溶接で固定してあります。

上ベース：　

　　　従動側スプロケットと吊り下げ用

　　　フックを取付るベースで支柱とは

　　　溶接で固定してあります。

Vレール：　

　　　摺動部を支えるV型のレールで、

　　　前用､後用が1本づつ、左右に計４

　　　本取付ます。

検出LS：　　

　　　摺動部の位置を検出するLS

　　　(リミットスイッチ)で、スタート

　　　位置を決めるホームポジッション

　　　LS､レシプロ上下のオバーランを

　　　検出して異常発信するLSです。

カバー：　　

　　　レシプロﾛ本体と駆動部の汚れ防止

　　　と安全確保用の為、前､横後ろ､

　　　駆動部､それぞれにつけます。

ローラーチェーン：

　　　減速機からの動力を伝達するスプロケット

　　　を駆動する駆動用、スライダーユニットと

　　　カウンターウエイトをレシプロさせる従動用

　　　と吊り下げる従動用の計３本のローラーチェーンがあります。

ガイドバー：

　　　カウンターウエイトの揺れ防止用の丸棒で、左右２本あります。

スプロケットホイールクミ：

　　　架台の下部に駆動部用ホイールクミが、上ベースの上部に従動部用ホイールクミがついています。

上ベース

フック ガイドカバー
②

Vレール(4本)

③
支柱

カウンター
ウエイト

④

従動チェーン

前カバー

⑤

後ろ横カバー

Vローラー

(８個)

テイクアップ
ガン
ブラケット

駆動部カバー

⑥

スライダー
ユニット

⑦

検出LS
(ホームポション)

検出LS
  カップリング

(上オバーラン)

⑧

検出LS     スプロケット

(下オバーラン) 架台
台車

⑨

転倒防止
バー

スプロケットクミ

駆動チェーン

同上ブラケット

(駆動部用)

レシプロ固定装置

減速機
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①駆動部用スプロケットホイールクミ ②従動部用スプロケットホイールクミ

ピローブロック
従動ホイール

シャフト
シャフト

給油ニップル

給油ニップル 駆動Aホイール

駆動Bホイール ピローブロック

スプロケットホイールクミ

駆動部用スプロケットホイールクミは、減速機からの駆動を受ける駆動Aホイール、それを駆動チェーン

に伝達して摺動部を作動させる駆動Bホイール､これらのホイールを一体化して支えるシャフトとベアリ

ング内蔵のピローブロックで構成されています。従動部用スプロケットホイールは駆動部用から従動

ホイールを外した構成になっています。

エンコーダー

サーボモーター

(吊り下げ)

レール



駆動部

① サーボモーター：　

　　　駆動部のモータで､上部に位置検出エンコーダーが付き、サーボアンプからの指令で自由に制御

　　　出来ます。尚、ブース内で使用する為､防爆仕様を採用しています。

減速機：　　　　　

　　　サーボモーターの回転を減速します、出力側にスプロケットホイールを付け、ローラーチェーン

　　　で駆動部用スプロケットホイールに伝達します。

カップリング：　　

　　　サーボモーターの出力軸と減速機の入力軸の接続機器で、減速機側が何らかの理由でロックした

　　　とき、カップリング自ら破損しサーボモーターの故障を防止する安全装置を兼ねています。

テイクアップ：　　

　　　駆動用チェーンの張りを調整する為に､駆動部全体を前後移動する機構です。

②

③

④

摺動部

① スライダーユニット：
　　　ミニベル取付用のガンブラケットと
　　　Vローラーを組み付け、上下にレシプロ
　　　するユニットです。アルミ鋳物でコの
　　　字型に作られています。
Vローラー：
　　　前後、上下、左右に計８個使用します。
　　　前側はブッシュとボルトナットで固定し、
　　　後ろ側は偏芯ブッシュとボルトナットで
　　　固定します、レールとのアジャストは
　　　後ろの偏芯ブッシュを回転させて行います。
ガンブラケット：
　　　スライダーユニットの前面に取付けます。
　　　取り付けるベル台数によって長さを変えます。
カウンターウエイト：
　　　スライダーユニットの反対側（後ろ側）
　　　に取付、中に鉛の重りを入れスライダーユニ
　　　ット側の重量に合わせバランスを取ります。
　　　下部に従動チェーンの緊張を調整するテイク
　　　アップ機構が付いています。

ブッシュ レール

②

レール
固定ボルト

③
固定ナット

④

ローラー
固定ボルト

偏芯ブッシュ Vローラー

前後移動台車

① 台車：　　　　

　　　上側にレシプロ本体と駆動部を乗せます、下側にはローラーを付け前後移動出来る様にして

　　　あります。さらに転倒防止ブラケットを設けレシプロが転倒するのを防止しています。

移動レール：　

　　　台車を乗せ前後移動させるレールで、転倒防止バーを固定しています。移動レールはブース床

　　　にアンカーボルト等で固定します。

固定装置：　　

　　　レシプロが前後に動かない用に固定します、尚この装置は転倒防止装置を兼ねています。

②

③

           支柱

  
スライダーユニット
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5 禁止及び危険項目

1) 運転中にレシプロアームの下に入らないで下さい、アームにぶつかる恐れがあります。

運転中にレシプロ内部に手や物を入れないで下さい、チェーンやスプロケットに巻き込まれる恐れが

あります。

修理やメンテナンスを行う時は、電源をOFFにして実施して下さい。

誤作動により突然動くことや、他の人が間違ってスイッチを入れる恐れがあります。

2)

3)

6 予防保全

1) 定期的(3ヶ月に１回以上)にピローブロック､ローラーチェーン及びVレールにグリスアップを実施して

下さい、グリスが切れるとチェーン切れや､スプロケットホイールの摩耗、破損の原因になります。

グリスアップを実施する時に、各部の清掃を同時に実施して下さい。

塗料等の汚れを付けたまま運転すると、各部の摩耗が進行し故障頻度が多くなります。

定期的(１年に１回以上)に減速機のｵｲﾙ交換を実施して下さい、オイルが劣化したり減っていると内部

ギヤーが早く摩耗します。

各ローラーチェンの張り具合を確認して、定期的に（３ヶ月に１回以上）テイクアップで調整して

下さい。

張りが緩んだままで運転していると、各部の摩耗が早くなり故障頻度が多くなります。

位置確認LSの作動を定期的（３ヶ月に１回以上）に確認して下さい。

特にオーバーラン検出LSが故障していると、レシプロ誤作動時に異常を検出できずレシプロが上端又は

下端に激突し塗装機やスライダーユニット等が破損する恐れがあります。

レシプロケーターは摺動部分が多く、機械的摩耗があります。ランズバークの定期点検（有償）は

欠かさずに実施する事がお客様の修理経費を少なくする事となります。定期点検を数年に渡り未実施の

場合は、故障すると部品交換修理が出来ずに新品と乗せかえとなるケースが多くなります。

2)

3)

4)

5) 

6
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6)

4 注意項目

1) 運転する時は、レシプロ近辺に人がいないことを確認して下さい。

異音や異常振動が出ているレシプロは運転しないで下さい｡Vレール､Vローラーの摩耗やチェーン

切れ等の故障につながる恐れがあります。

チェーンが伸びた状態で長く運転を続行しないで下さい。スプロケットが摩耗し破損する恐れや、

チェーン切れ等の故障発生の原因になります。

レシプロカバーやガンブラケットにビニール等でカバーをし定期的（1ヶ月に１度以上）交換して

下さい。カバーをしないで使用していると、多量の塗料が付着し故障時の修理にその付着塗料を落とす

為に、多大な時間を必要とし、又ガンアームに付いた塗料重量でレシプロに無理な加重がかかり思わぬ

故障の原因になります。

運転する時は、レシプロ固定装置で必ず固定し、レシプロが前後に動かないようにして下さい。

運転中に前後に動き、被塗物やブースのコンベアーカバーに塗装機がぶつかり破損する恐れがあります。

2)

3)

4)

5)
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7 修理手順

CER、DERﾚｼﾌ゚ﾛｹーﾀー故障時のﾁｪｯｸ手順

1) ﾚｼﾌ゚ﾛが作動しない時

①

③

異常表示は出ているか？
YES ②

2)項の異常発生時の処置の項を参照願います。

NO

スイッチを入れてください。

スイッチを入れてください。

ﾚｼﾌ゚ﾛのｽｲｯﾁはONしているのか。レシプロのスイッチは ONしているか。
表示灯の点灯で確認。

YES

⑤ レシプロコントローラー、サーボアンプの
 電源は入っているか。

NO ⑥
電源を入れてください。

YES

⑦ レシプロコントローラーの自動、手動の
切替は自動になっているか。

NO ⑧
自動にして下さい。

YES

④NO

⑨
選択しているパターンにデーターは入っているか。 NO

⑩
データーを入れて下さい。

YES

⑪
選択パターンのデーターに異常は
無いか。

NO
⑫

正しいデーターを入れ直す
事が出来るか。

YES
⑬
再起動出来るか。

YES NO NO YES

データの入れ間違い、
又はノイズ等により
データーが狂った可能性
が有ります。

⑮
手動にしてレシプロは作動するか。

NO ⑯
レシプロコントローラーの
全リセットを実施して下さい。

⑭

YES YES

⑰
自動で再起動するか。

NO データーを再入力して
レシプロは再起動出来るか。

⑱

YES

NO

⑲
コントローラに異常が有ります、
ランズバークへ連絡願います。

［1］



6/7

2)

3)

レシプロオーバーラン異常が発生する時

 

① レシプロオーバーランLSは
ONされているか。

YES
②

3）項をチェックする。

NO

③ バリヤーリレーの入力は
表示しているか。

NO ④ バリヤリレーから電気
信号は出力しているか。

NO⑤ リレー又はシケンサーの異常です、
リレーは交換しシーケンサーは
修理してください。YES YES

⑥ バリヤーリレーの入力端子から
電線をはずして表示は消灯するか。

NO
⑦
バリヤリレーが故障しています、空き接点が有れば入出力電線を
移設してください。無ければバリヤリレーを交換してください。

YES

⑧ バリヤーリレーから電気信号
は出力しているか。

YES

NO

⑨ バリヤーリレーとオバーランLS
間の配線に異常は無いか。

YES
⑩

レシプロオーバーランLSに異常が
有ります交換して下さい。

NO

⑪ テスターで導通を確認し、修理
してください。

稼働中にオーバーラン異常が発生する時

①
チェーンが緩んでいる。 YES

②
テイクアップナットを調整して
チェーンの緩みを直してください。

NO

少しスピードを下げて
再起動すると異常は出るか。

③ レシプロスピード ばMAX
スピード が。

YES
④

NO ⑤ スピードが早すぎます｡ MAX
スピードを下げて使用して
ください。  NO YES

⑥
コントローラーに異常が有ります 
ランズバークに連絡願います。 

⑦ 設定ストロークはMAX
ストロークか。

YES ⑧ ストロークを少し短くする
と異常は出るか。

NO ⑨ ストロークが長すぎます｡ 
MAXストロークを短くして使用
してください。 

NO 注)レシプロの加重によってはMAXで使用出来ない
時が有ります。詳細はランズバークにお問い合わせ願います。

⑩ パターンのデーターは狂って
いないか。

NO

⑪
正しいデーターを入れ直す
事が出来るか。

YES ⑫
再起動出来るか。

YES

NO NO YES

⑬
手動にしてレシプロは作動
するか。

NO ⑭ コントローラーに異常が発生しました、
ランズバークへ連絡願います。

YES ノイズ等により
データーが狂った
可能性が有ります。⑮

自動で再起動するか。
NO

⑯

⑱
ランズバークへ連絡願います。

不明の時 ノイズ発生源を
調査し、取り除いて
ください。⑰



AER 型レシプロケーター 故障時のチェック手順。

AER、MERレシプロが作動しない時

①
レシプロのスイッチはONして
いるか。表示灯の点灯で確認。

NO
②

スイッチを入れてください。

YES

③ レシプロ用マグネットリレー
は作動しているか。

NO
④
マグネットリレーはトリップ
していないか。

YES
⑤
トリップ釦を押して再投入
してトリップしないか｡

YES NO NO YES

⑥⑦
マグネットリレーから電圧は
出力されているか。

NO
⑧
マグネットリレーに異常が
有ります、交換してください。

モーター過負荷又は電線が
ショートしています。

YES

⑨
チェーンは切れていないか｡

YES
⑩

チェーンを修理して
ください。

NO

⑪
モーターは回転しているか

YES
⑫

変速機はのベルトが、空回り
していないか。

YES
⑬
ベルトが摩耗しています、
交換してください。

NO NO ⑭
減速機に異常が有ります。
交換してください。

⑮ モーターに電圧は入力されて
いるか。

YES
⑯

モーターに異常が有ります、
交換してください。

NO

⑰ 配線に異常が有ります、修理
してください。

［2］
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